
『エヴゲーニイ・オネーギン』の

タチヤーナ像をめぐって

長野俊一

タチヤーナ像について語ろうとすれば，晩年のドストエーフスキイの

余りにも有名なプーシキンに関する講演を素通りするわけにはゆくま

い。作家はこのヒロインを「完全にロシア的な女性J，I肯定的な美の典型」

と呼び， Iロシア女性のアポテオシス aIIO中e03a (神格化)J 1)とさえ

言い切っている。ドストエーフスキイはヒロイン像を「完成されたもの」

3aKOH可eHHOCThあるいは「完壁なものJCOBeprneHCTBO として

捉えたのだ。

また，ペリンスキイもその浩輸なプーシキン論 rA.プーシキンの作

品』の中で，タチヤーナ像に「不変のものJHeH3MeHHOCThを見出し，

「彼女の全生涯は，芸術世界において芸術作品の最高の価値となるあの

統一性と一貫性に貫かれているJ2) と述べ，そこに何らかの構造的矛盾

も認。めなかった。

以下，本稿では，これらの評言に代表される理想的女性像としてのタ

チヤーナ像に幾つかの角度から新たな光を当て，ヒロインをその静的な

イメージから救い出す解釈可能性を提示したい。

タチヤーナの「矛盾」

「もう一度すべてをきちんと読み返してみた/矛盾はわんさとある/

1)月OCToeBCKH量φ.M.IIoJIHoeC06paHHe co可HHeHH茸 B30-xTOMax.T.26. 
JIeHHHrpa)l. 1984. C .140. r作家の日記j(1880年)所収の「プーシキン論」において， ドスト

エーフスキイはタチヤーナを「肯定的に美しい人間J(作家の愛用勾)の典型と捉え，物語のフィ

ナーレでタチヤーナがオネーギンに切々と訴える場面の重要性を特筆している。

2) EeJIHHCKH量B.r.Co6paHHeco可HHeHH誼 B9-THTOMax.T.6.MocKBa. 1981.c.408. 
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だが手を入れる気はないJ(I・60)3)と言い放つ語り手=プーシキンの

言葉(メタフィクションとしての韻文小説『エヴゲーニイ・オネーギン』

[以下， rオネーギンJ]には作者の直接的・無媒介的言辞が横溢している)

を額面通りに受け取るのは迂闘に過ぎるとはいえ，小説には少なからざ

る矛盾が散見する。さしずめ，ヒロイン像の根幹を成す次の詩行などは，

その最たる例だろう。

「タチヤーナはロシア語をよくは知らず/我が国の雑誌を読んで、いな

かったので/自分の国語で/自分の想いを言い表すことに難儀した」

(m -26)。

「タチヤーナは(心底ロシアの女であった/自分では何故だか解らぬ

ままに)/冷ややかな美に満ちた/ロシアの冬を愛していたJ(V -4)。

心底ロシア女性 pyccKa兄JJ;yIIIOIO でありながら，自分の母語で自

己表現するのに苦労する 11BhlpaiKaJIaC兄 C TPYJJ;OM/Ha 兄3hIKe

CBoeM POJJ;HOMーわれわれ読者を当惑させずにはおかないこの食い

違いをどう理解すればいいのだろう。さらには，タチヤーナのロシア・

フォークロアへの偏愛とヨーロッパ(特にフランス)の小説への耽溺，

度の過ぎる空想癖と冷静な理知に支えられた良識， I森の中の鹿」のよ

うな臆病さとオネーギン宛のあの大胆な手紙など，一見辻棲の合わない

性格付けは至る所に見受けられる。

確かに，プーシキンは『オネーギン』創作の過程で(詩人のメモによ

れば，創作時期は 1823 年 5 月 9 日~ 1830年9月25日，つまり足掛け

8年を要していることに注目)，自らの小説作法を友人たちに伝えて，

「いま新しい叙事詩を書いているが，そこではおしゃべりに夢中になっ

てどうにも止まらない 3a6aJIThIBaIOCh JJ;O -HeJIh3兄J4)，あるいは，

「小説にはおしゃべり 60江TOBH兄が必要だ，すべてを洗いざらいぶちま

3) rエヴゲーニイ・オネーギン』のテクストは，いわゆるアカデミー版16巻全集:I1y凹 KllHA.C. 
I1onHoe co6paHlle co可HeHll誼 B 16-Tll TOMax. M，江.1937を使用し，以下同作品から

の引用は，煩演を避けるため，章(ローマ数字)と連(アラビア数字)を本文中に括弧で示した。

4) I1YlIIKllH A.C.I1onH. co6. co可司M，江.1937. T .13. c .75. 1823年11月16日付のデリヴイク

宛の手紙。
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けろJ5) と，叙事詩と小説との違いを強調し， rオネーギン』そのもの

についても， 1だらしない連の集まり J(珊・49)だと記してはいるが，

これらの矛盾を単に脈絡を欠いた気ままな「おしゃべり」の取るに足ら

ない副産物として片付けてしまってはならない。

では，テクストに寄り添って，タチヤーナの性格付けを確認していこ

つ。

タチヤーナは主要な作中人物の中で一番遅く紹介される (II-24)。既

に，ベテルブルグとロシアの田舎が描出され，他の人物たちの紹介も一

通り済んでいる。タチヤーナはそれらを背景にして物語世界に招き入れ

られ，彼女のユニークな性格と行動が前景化される。特に際立つのは，

周囲の人びと(オネーギン，母，妹，乳母，レンスキイなど)との対比

による性格付けだ。そして，こうした対比を通して，諸対立項(伝統と

革新，反復と新奇，見慣れたものと見慣れぬもの，田舎と都会，詩と散

文，ロシアとヨーロッパ，感情と理知，夢想と現実…)の布置が徐々に

明らかになってゆく。

彼女には「妹オリガのような人目を惹く/器量もなければ蕃穣色の

/みずみずしさも見られないJo1父親にも 母親にも/甘えるすべを知

らない子J，1他の子たちに混じって/跳んだり跳ねたりする気もなく」

(II・25)，1か細い指に縫い針を持つこともなく J(II・26)，1人形などに

は眼もくれずJ(II -27)と，オリガとは好対照に，もっぱら 1-ではな

い」という否定形を駆使して描かれることにより，その独自的個性や孤

絶感がクローズアップされる。

「ふた親の下にあっても/よその子みたいなJタチヤーナには， しか

し不可侵の定位置があった一「ともすれば日がな一日ただ一人/黙っ

て窓辺に坐っているのであったJ(II -25)。彼女はここから世界を眺め，

自身の内的世界をヨーロッパ的なものとロシア的なもの，二つの異質な

文化で充実させながら自己形成の道を歩むことになる。

当時の貴族の女子教育は，一般的に「一つあるいは二つの外国語(そ

5) Ta M JKe . c .180. 1825年5月-6月付と推測されるベストゥージェフ宛の手紙。
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れはまずフランス語やドイツ語であり，英語の知識があるとなれば普通

の教育水準を上回っていることの証であった)による日常会話の習得，

ダンスの心得や社交界での礼儀作法，絵画・歌唱・楽器演奏の基礎，そ

れに歴史・地理・文学の初歩的素養といったものに限定されていたJ6) 

とすれば，ここでもまたヒロインは一般的規範から自由な存在としてあ

ることが分かる。

『オネーギン』において，読書はタチヤーナの人格形成とその融通無

碍な世界観の獲得に決定的な役割を果たしている。

「小説は早い頃から好いていた/彼女にとって小説はすべての代わり

をしたJ(II -29) 0 I定位置」から離れることのないタチヤーナは，公共

圏は言うに及ばず，片田舎の世間にとっても，また家族にとっても「他

者Jであり続ける。そんな彼女にしてみれば，小説という虚構の世界が

現実の世界を包み込む虚実混請の空間に身を浸すしか術がなかったのは

当然である。従って. O.P.Hastyが「タチヤーナの読書は，現実逃避ど

ころか，自分自身の中に芽生えたもの[論者はここにセクシュアリテイ

の発現を見ている:長野]と何とか折り合いをつけようとする切実な試

みJ7)であると言うのは的を射ている。

人形相手に，貴族社会の礼儀や提を学習したり，母の教訓をもったい

ぶって繰り返したりすることをついぞ覚えなかったタチヤーナは，読書

との係わり方おいても，薄っぺらなファッションとして「リチヤードソ

ンに夢中なJ(II -29)母親とは対照的に描かれることによって，因習的・

家父長制的文化をヲlき継ぎ再生産する母一娘の共犯関係の呪縛を脱し，

自律的生の可能性に向けて聞かれていることが暗示される(先回りして

言っておけば，ヒロインとヒーローの読書行為も対照的だ)。女だけの

家族ラーリン家で日ごと反復される母ー娘関係の桂桔から解き放たれた

タチヤーナは，閉じた女の文化の内面化に抗ってゆくだろう。

タチヤーナはオネーギンとの最初の出会いの瞬間. I眼が聞かれて/

6) JIoTMaH IO.M. POMaH A.C.IIYlIIKHHa <<EBreHH量 OHerHH>>， KOMMeHTapH量.江町

1980， c .54-55. 

7) Hasty O.P. Pushkin's Tatiana， The University of Wisconsin Press， Madison， 1999， p.23 
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あの人だ !;:hoOHリ(III-8) と叫ぴ，乳母を相手に「退屈なの MHe

CKy可HOJ と訴えるが，彼女の「退屈」は感情の過剰もしくは情熱の

爆発ゆえの退屈であって，オネーギンの感情の欠損ゆえの退屈とは対極

をなす。

語り手は頓呼法 arrOCTpoφaを用いて. iおまえは生の快楽を知り

/愛欲の魔法の毒を岬る」とヒロインに呼びかけ. i愛しい女よ，おま

えは滅ぶ」と予言する (III-15) [下線:長野]。

だが，どこまでも孤独なタチヤーナには，ロールモデルに鎚りたくと

も，周囲に相応しいモデルが見つかるはずもない。母プラスコーヴイヤ

が体現するのは，創造的でエロティックなエネルギーを徒に消費して習

慣の安逸に身を委ねてしまうことであったし(タチヤーナはこの母の運

命を主体的に回避するにレンスキイとの結婚を間近に控えた妹オリガ

にも，それをエロスと呼ぶにしろアガペーと呼ぶにしろ，愛が決定的に

欠けていた。「オリガには何でもあった…だがどんな小説を/聞いてみ

ても きっと見つかるはずだ/こうした美女の肖像はJ(II -23)。要す

るに，オリガが提供できるのは，文学の因習という負のモデルでしかな

い。だからこそ，彼女はレンスキイの不慮の死という不幸に見舞われで

も，涙も乾ききらぬうちにさっさと槍騎兵のもとに走り. i唇にかすか

な微笑み浮かべつつJ(四・10)婚礼の式を挙げるのだ。

では，タチヤーナに最も身近な乳母はどうだろう。

「ねえ，婆や，聞かせて/婆やたちの若かった時分のことを/その頃

婆やは恋をしてたの?J i滅相もありません，ターニャお嬢さま! 当

時は/色恋の話など耳にしたことさえございませんです/恋なんでしょ

うもんなら 亡くなったあの姑に/きっと殺されていたでしょうよJ(III 

-17-18)。もはや多言を要すまい。乳母が差し出すのは家父長制に抑

圧された生活規範あるいは倫理規範の，これまた負のモデルでしかない。

これを要するに，ヒロインには母の 妹の，そして乳母のオプション

はあり得なかったということである。

さらに言えば，タチヤーナには，フアルス的支配に異議申し立てをし
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て対抗文化としての女の共同体を作ろうとクラリッサ (S.リチヤードソ

ン『クラリッサ・ハーロウjの女主人公)に誘いかける勇ましいアンナ・

ハウ 8)のような，また.慎悩するジ、ユリー(].].ルソー『新エロイーズ』

の女主人公)の相談役クレールのような向性の文通相手 compagneも

いなかった。

今こそタチヤーナは，オネーギン像を追い求めて，注意力を研ぎ澄ま

しつつ感傷的な小説を読み耽り. i自分の好きな小説家の/クラリッサ

やジュリーやデルフィーヌのような/ヒロインになったつもりで/森の

静寂の中を/ただ一人危険な本を携えてさまよい歩く J.i他人の歓び他

人の悲しみを/わがものとして…J(III -10)。ここには，読書行為の浸

食作用というべきものがある。小説のヒロインたちとの同化・一体化の

反作用として，物語世界が現実世界を呑み込み，詩が境界を侵犯し，生

活の領域へとなだれ込む。三人のヒロインたちを生み出したのがいずれ

も『クラリッサ・ハーロウJ. r新エロイーズJ. rデルフィーヌ』という

書簡体小説であったことにも留意しておきたい。これら三作は，彼女を

夢中にさせた夢占い師マルテイン・ザデーカの本と並んで，タチヤーナ

のいわば人生占いの教則本となり，ベッドの友ともなった。

準備は整った。タチヤーナは「われを忘れてそらでささやく/いとし

いヒーローに宛てた手紙をJ(III -10)。彼女は幾度繰り返したことであ

ろう，この予行演習を。

8) Eagleton T. The Rape of Clarissa: Writing. Sexuality and Class Struggle in Samuel 

Richardson. Oxford. Basil Blackwell. 1982. (邦訳『クラリッサの陵辱:エクリチュール，セクシユ

アリティー，階級闘争j[大橋洋一訳1.岩波書庖. 1987)を参照。著者は女性の隷属を当然視す

るキリスト教的価値観への異議申し立てとして，次のようなアンナ・ハウの手紙を引用している。

「誓っていいます。わたしは殿方なんて大嫌いよ。あの連中が，わたしたちの両親をそっとして

いてくれたらどんなにいいかつて思うわけ。あの連中がわたしたちの両親をせっつき，今度はわ

たしたちが父や母から，さんざん聞かされることになるのよ，未来の婿殿のすばらしい将来性を

ね。もし何か口答えしようものなら，それは考え違えだとさんざん諭され，早く身を固めろと攻

められたあげく，見栄っ張りの男どもの自画自賛やらを，静粛なご拝聴とあいなるわけ。あんな

連中のことなど放っといて，あなたとわたしでいっしょに暮らせたらどんなにせいせいするで

しょうねJ(邦訳 143頁)。
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ミューズ MY3aとしてのタチヤーナ

A.シニャーフスキイ(別名アブラム・テルツ)は，そのユニークなプー

シキン論『プーシキンとの散歩.]<<IIporYJIKH C IIy凹 KHHhIM))の中

で次のように述べている。

「タチヤーナは，周知のように，オネーギンの不運なパートナーおよ

び将軍の冷静な妻である以外に，プーシキンの個人的なミューズで、あっ

て，その役割を他のどんな女よりも見事に果たした。<中略>ひょっと

したら，タチヤーナの中に，プーシキンはどこよりも正確に，惜しみな

く自分自身を個人的に体現したのかもしれないj9)。

言われてみれば，今更ながらにタチヤーナは不思議なヒロインである

と気づかされる。どんな眼をしているのか，髪は何色なのか， どんな服

を着てどんな体型なのか…ヒロインにしては具体的な身体的特徴に関す

る情報量が余りにも少ない。また，例えば，オネーギンとの最初の出会

いの場面でも，彼女の反応は全く示されず，空白の詩行に置き換えられ

たままだ (m-3)。さながら，詩人はその空白に意味の多層性を探る

ようわれわれ読者を促しているかのように。少なくとも，この空白は，

通常のラヴストーリーの発端として読まれることを拒否する作者からの

信号だろう。

小説の白眉とも言うべきタチヤーナのオネーギン宛の手紙も，ある意

味では，そんな「空白Jの一つである。「タチヤーナの手紙は私の前に

ある/それを私は聖なるものとして敬慶に CB5.lTO保管しているJ(m 

-31)と書く語り手=プーシキンは，手紙の原本を読者公衆の目に晒す

のを意図的に回避し. i出来損ないの杜撰な翻訳 HenOJIHhI負.CJIa6hIH 

nepeBop:Jを読者に示すのだと言う。

ロシア語で「自分の想いを言い表すことに難儀した」未だ「夢見る乙

9) CHHlIBCKH量A江.(A6paMTepu) <<IIporYJlKH C IIYlIlKHHbIM"， Overseas Publications 
Interchange. London. 1975. c.28. 
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女Jタチヤーナは， I今日まで女性の恋は/ロシア語で打ち明けられた

ためしがないJ(m・26)19世紀前半の文化状況も手伝って，当然のご

とく，告白の言語=フランス語で手紙を書いた。しかも，ジ、ユリーの恋

人サン・ブルーを真似て，男のように自分の方から最初のラヴレターを

送りつけるという危険を冒してまで。というのも， H.マルチェンコが

『プーシキン時代の生活様式と習俗』で述べているように，当時， I独身

で親族でもない男性に敢えて手紙を書き送りでもしようものなら，その

娘は，手紙の内容如何に関わらず，必ずや社会の面前で自分自身の名誉

を傷つけることになったJ10)からである。

従って，この手紙が「不用意な手紙 Heo6.o:YMaHHoe nllcbMoJ (m 

-21)と形容されるのも，それが，ペリンスキイの言うような「無意識

的衝動J11)の結果であるからではなく，上述の文化的コンテクストに位

置づけて理解されるべきである。彼女は偶発的な衝動に駆られて手紙に

向かった訳ではなく，来る日も来る日も昼夜を分たず，例の「教則本J

を手に「予行演習」を繰り返し文学を生活に活かす好機を窺っていた

のだ，とテクスト自身が教えてくれている。手紙の書き出し一「わたし

があなたにお手紙を書く一これ以上のなにがありましょう?/この上な

にを申し上げられましょう ?Jは，伝統的行動規範・道徳規範を今まさ

に打破しようとしているのだというタチヤーナの自覚を示すものに他な

らない。

小説が社会的諸関係に劣らず，既成の社会的・文化的・道徳的モデル

を差し出し，そのモデルが実生活における経験の直接性あるいは無媒介

性を脅かす例を，プーシキンは『オネーギン』と執筆時期が重なる『ベー

ルキン物語』所収の短篇『吹雪J<<M兄Te瓦b>>の中でも描いている一「マ

リヤ・ガヴリーロヴナはフランス小説に仕込まれた娘であった。だから，

当然のごとく，恋をしていたJ12)。タチヤーナに起こったのもまさにこ

のことであった。

10) Map可eHKOH.A.<<bbIT H HpaBbI nyIIlKHHcKOrO BpeMeHHηCII6 .， 2005， C . 169. 

11). beJIHHCKH量B.r.C06. CO'l. B 9-TH TOMax. C .416. 

12) IIy凹 KHHA.C.IIoJIH. co6. CO可 .M.江句 T.8，四7.C .77 
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手紙は，タチヤーナにとって家父長制的因習打破の装置であり，溢れ

出る情熱の受け皿であったとすれば，プーシキンにとっては，文学的因

習を克服する手段であり，過剰なリリシズムを厳格な形式の内に閉じ込

めなければならない詩人の宿命からの脱出装置でもあった。このことは，

韻文小説の形式面でも確認できる。それまで、 ababeecciddiff(a，e，i は女

性韻，他の子音は男性韻)の各連が4脚ヤンブの 14行から成る，いわ

ゆる「オネーギン連」が厳格に守られてきたが，手紙ではそれが自由な

押韻法に取って替わられる。語り手=ブーシキンは原文の翻訳者を引き

受けることによって，彼のミューズである共作者タチヤーナと手を携

え，生活と芸術の両面における二重の意味での伝統の革新を試みている

のだ。

タチヤーナの手紙が，彼女の愛読する先行書簡体小説からの引用で満

ちあふれ，他者の言葉に彩どられていることは，これまでにもしばしば

指摘されている事実ではあるがω，そのために手紙の迫真性が弱まる

訳ではない。「タチヤーナは告白の手紙の手本を好きなフランスの作家

たちの小説に探し求めた。が これは決して彼女が不誠実で、あったこと

を意味するのではない。 19世紀初頭の人びとの意識において，文学と

生活はすっかり混ざり合っていたので，他人の感情のそうした「借用J、
そうした「横取り」はきわめて自然なものであったJo14) しかも、「冷静

に打算をめぐらしJ(IlI -25)，男どもを手玉にとる，思い上がった女たち

のコケットぶりを活写した直後にこの手紙が配置されることによって，

「いじらしい子供のように/条件抜きで恋に打ち込むJ(向上)ヒロイン

の誠実さ，一途色情熱の激しさがいや増す仕掛けだ。

手紙はタチヤーナにとって，単に無謀なラヴレターというよりは，象

徴界(記号の世界)を男が独占する当時のロシア社会にあって，草深い

田舎でこのまま沈黙のうちに果ててしまいたくないという切実な創造的

13)その代表例として，前掲 6)ロートマンの『エヴゲーニイ・オネーギン註解』と Ha6oKOBB.B. 

<<KOMMeHTapH量 KpOMaHy A.C.I1Yl1lKHHa“EBreHH量 OHerHH"ゑ CI16.，1998を挙げ

ておこう。

14) Map可eHKOH.A.TaM双 e，C .165-166. 
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エネルギーの発露で、はなかったか。

未だ「守護天使Jとも「狭滑な誘惑者」とも見分けがつかない名宛人

に「運命を託した」ヒロインであったが，返事は届かなかった。ここで

も作者は，ヒロインとヒーローを差し向かいで対面させ，書簡体小説の

約束事を反古にしながら，タチヤーナの覚醒(現実は必ずしも小説のプ

ロットをなぞるとは限らない)を周到に準備している。彼女は，やがて，

あの三人のヒロインたちが自分のモデルたり得ないこと，情熱の過剰は

破滅をもたらすこと(クラリッサもジュリーもデルフィーヌも小説の大

団円で死を迎えることを想起せよ)，さらには，オネーギンがラヴレイ

ス(誘惑者)でもグランデイソン(守護天使)でもなく，従って，ここ

でもまた，センチメンタリズムやロマチシズムのヒーロー類型が役立た

ないことを発見するだろう。そう考えれば，ヒロインの「名の日の祝ぃ」

の席で，客人ムッシュー・トリケがタチヤーナに捧げる小唄 Reveillez-

VOUS， belle endormie (1目覚めよ，眠れる美女ょJ)(v・27)，この見逃

されやすいデテールも，俄然大きな象徴的意味を帯びることになる。

オネーギンは手紙への返答を， 1自分自身を抑えることを学ぶんです

ね/皆が皆ぼくのようにあなたを理解できるとは限りませんよ/未熟さ

は災いをもたらしますからねJ(町 -16) という「訓戒JypOK (後に最

終章で，ヒロインはこう名付けている)で閉じているが，これは母の「教

訓IJypOKH (n -26) と同じく，ヒロインの自己実現への欲望を抑圧す

る権力システムの言説として機能している。また この「訓戒」はその

アナグラムである「叱責JyKOp と連を跨いで共鳴し世間の「意地

悪な非難J3JIO誼 yKOp(m -36) と結びつき，タチヤーナを監視，束

縛していたものでもあった。

さて，タチヤーナの愛を接ねつけ，図らずも「義弟の殺人者J(四

回 14) となったオネーギンは放浪の旅に出る。そこでわれわれは，もは

や主なき屋敷の書斎にヒロインと共に立ち会うことになる。バイロンの

肖像画とナポレオンの彫像(両者はそれぞれ，精神界と物質界における

ヒーローの唯我論の基盤となるパイロニズムとボナパルテイズムの象
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徴)で飾られた部屋で. i支配的な運命が恋せよと命じたj男の爪痕が

生々しく残る本の頁を一心不乱に追い続ける彼女は，ょうやく男の正体

を掴み始めたのだー「悲しげで危険な変人/地獄かそれとも天国が創っ

た/倣慢な悪魔か天使か/一体彼は何者? 模倣なのか/取るに足らな

い幻か それとも/ハロルドのマントを羽織ったモスクワっ子か/他人

の気まぐれの注釈か/流行の言葉が詰まった辞書なのか?/結局彼はパ

ロデイーではないのか?J (四 -24)。

「かくして，彼女に別の世界が聞かれたJ(四 -21)。これはつまり，タ

チヤーナが文学的連想の呪縛から解き放たれて現実界に参入したと解す

べき一行である 15)。前述のように，オネーギンはラヴレイスでもグラ

ンデイソンでもなく，いわば後代にその名を与えられたあの「余計者」

に過ぎないということを，後に「冷淡な公爵夫人/壮麗な大河ネヴアの

/近づき難い女神J(珊 -27) となる彼女は，すでにこの段階で見抜いて

おり，この開眼があったからこそ. iおまえは滅ぶJ(III -15) という語

り手の予言や，それに呼応する「わたしは滅ぶJ(VI -3) というヒロイ

ン自身の予感にもかかわらず，タチヤーナは手本とした三人のヒロイン

たちのように滅ぶことなく破滅を迂回できたのだ。

かつて， ミューズの訪れとともに「魅惑的なことばの響きと感情と思

考の結合J[下線部:長野](I -59)を探し求めた語り手=プーシキンに，

最終章では，他ならぬタチヤーナがミューズとなって現れる一「かくし

て彼女(ミューズ)は私の庭に/田舎の令嬢として立ち現れた/目に悲

しげな思いをたたえ/フランスの本を手に持ってJ(珊-5)。

「朝から晩まで樫の林のもの言わぬ木陰で/私は神秘的な乙女の教え

に耳を傾けていた/すると彼女は思いがけぬ褒美で私を喜ばせようと/

麗しい額にかかる巻き毛を払いのけ/私の手から葦笛を取り上げるの

15)ピーサレフは論考「プーシキンとペリンスキイJで， I思うに.タチヤーナの知的生活において，

オネーギンの蔵書はいかなる変草ももたらさなかったのだ。タチヤーナは小説の最後まで，あの

オネーギン宛の手紙の中の彼女と同様，憂い顔の騎士そのままであるJと述べている。

(IIHcapeB ):(.H.IIoJIHoe co6paHHe CO'IHHeH茸 HnHceM B 12・THTOMax. T.7，MocKBa， 

2003， c .248.)。論者は，空想癖に冒されて現実をありのままの姿で見ることのできない点にのみ，

タチヤーナの本質を婦し.つねにヒロインを憂い顔の騎士(ドン・キホーテ)と比較している。
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だった/葦は神々しい息吹に生き生きと蘇り/私の心を聖なる魅惑で満

たしてくれたJ16) 

感情と思考，詩と散文，叙情性と叙事性など相容れない概念を結び

合わせることこそ，詩人に常に寄り添う「やさしいミューズJ(四-4) 

からの賜物であったが ロシア的なものとヨーロッパ的なもの，小説と

生活，情熱と理知などの諸対立項の一切に感応し，成長(生成)の過程

で，それらの「矛盾」を自己の内部で統合してみせたタチヤーナ(タチ

ヤーナ像)こそ詩人のミューズに相応しい存在であった。

詩人の親友キューヘリベッケルは，最終章(第8章)に関する興味深

い感想を日記 (1832年2月 17日付)に記しているー「第8章では，詩

人自身がタチヤーナにそっくりだ。彼のことを細大漏らさず知り抜いて

いるぼくのようなリツェイ時代の親友は，プーシキンの心を満たしてい

る感情に至る所で気づくのだ。もっとも，詩人はタチヤーナと同様，世

間にその感情を知られることを望んではいないのだがJ17)。

プーシキンが取り上げたテーマやモチーフの幅広さについては今更言

うまでもないことだが、あらゆる事象に反応する才能，ひいては全世界

と共感し共鳴する能力 OT3hIB司直BOCTh こそ，詩人がタチヤーナに分

け与えたものであった。このタチヤーナとミューズとの完全な同化は，

最終2連の.1私の忠実な理想J(ミューズ)および「愛しい理想J(タチヤー

ナ)という対句的表現によって顕在化している (1理想」はいずれも大

文字で強調されている)。タチヤーナが「理想Jであり， 1肯定的な美の

典型」であるのは， 1でもわたくしは他の人に嫁いだ身/その人のため

に一生操を守るつもりですJ(唖・47)という自己犠牲の化身あるいは道

徳的美の具現として在るからではなく，彼女こそが詩人プーシキンの理

想 H江eaJI，つまり作者が抱懐する理想的詩学の具象化としての芸術的

形象であったからである。

16) IIyl1lKHH A. C .IIoJIH. co6. co可 .M噌耳.T. 2， 1947， C .164. 引用したのは叙情詩「ミューズ」

(1821年)の一部。

17) K田xeJIb6eKepB.K. IIYTel1lecTBHe，J.¥HeBHHK， CTaTbH.瓦，1979，c.99-100. 
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